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Ⅰ．緒言
　今日、核家族化、女性の社会進出、晩婚
化や共働き夫婦の増加などによるライフス

タイルの変化とともに、出産や子育てが多
様化し、妊娠・出産・子育てに関する男性
の親役割が見直されるようになってきた 1）。
そして、男女とも子育てや介護をしながら
働き続けることができる社会を目指して、
2009 年に改正育児・介護休業法が施行さ
れ、母親に対して短時間勤務制度（1日原
則 6時間）や所定外労働（残業）が免除さ
れた 2）。それとともに、男性の育児休業の
取得や父親が子育ての喜びを実感し、子育
ての責任を認識しながら、積極的に子育て
に関わっていくことが一層求められるよう

になった 1）。　2010 年に「イクメンプロ
ジェクト」が発足し、それ以降男女共同参
画の理念を主とした男性の育児休業取得を

促進するなど、父親を対象とした育児支援
対策が進められている 3）。しかし、子育て
の主な支援は母親が中心で、育児困難感を
軽減させるための重要なキーパーソンは父
親であるが、はじめて父親になる人の準備
の体制は充分とはいえない。父親自身も親
移行期の当事者であり、親になる準備や子
育てへの準備のための支援は必要である 4）。
野町ら 5）は、準備性は新しい行動や役割
を学習し習得していくために前もって備え
態勢を整えておくことで、課題が明確にな
り役割過重などの感情や認知をコントロー
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ルする効果があると述べていた。
　地域の結びつきの希薄化、父親の子育て
の協力が得られにくいなど、母親が孤立感
や育児不安を抱え児童虐待が増加してい
る 6）。少子化で兄弟姉妹が少なくなった今
日、幼少時から子どもと接する機会が少な
く、体験的に子育てを学ぶ機会が減少し「子
育て力」が低下傾向にあることが背景にあ
るという 7）。また、家庭内暴力や家族間の
コミュニケーション不足など、従来の母親
主体の子育ての在り方が社会的に見直され
る時期に来ている 8）。母親や父親意識は人
が生得的に備えているものではなく、母親
も父親も体験によって親意識が芽生え、親
になる準備が形成されていく 9）。
　親性準備性は、子どもとの関わりの中で
育成されていくが、その機会がないと未成
熟な親になることが指摘されていた 10）。母
親は自らの身体的体験として、胎児や子ど
もの成長を自覚し母性を育てていくことが
可能である。しかし父親は、「視覚、聴覚
や触覚等の五感でしか感じ取ることができ
ず、体験が異なることから父親になるとい
う自覚を持つことが困難であり、父親にな
るという意識が芽生えていない男性が約半
数程度いた」と報告されている 11）。また、
社会構造の急激な変化で父親役割が多く求
められるようになり、モデルとなる父親像
がないまま新しい父親役割を求められてい
ることに、困難を感じ育児に焦りを感じて
いる父親の存在がある 12）。
　新しい父親の在り方や出産・子育てやラ
イフスタイルが多様化するようになってき
た今日、父親である男性について、世話や
子育ての担い手としてどのような状況にあ
るのか捉えていくことは、父親の役割獲得
を円滑に進めていくうえで必要である 12）。
同時に父親の子育への関与を促していくた
めに、心理的準備状態に限らずどのような
行動や身体および子育てへの準備状況にあ
るのかについて明らかにしていく必要があ
ると考える。ここでいう準備性は、親にな
るという認識を持って、親役割に必要な資
質およびそれが備わった状態や新しい行動
や役割を学習し習得しようとする状態とし
て捉えることが出来る 5）。

　子育てとは、子どもの生命を守り、心身
の発達を助け、健康の増進をはかり、社会
に適応できるように育てることで、そこに
は父親の持つ育児役割意識が大きな影響を
及ぼす 13）。少子化や核家族が増加してい
る日本において、父親に対する支援は喫緊
の課題である。そこで、本研究では、妊娠
期の女性の配偶者で初めて父親になる男性
を対象に子育てや子どもへの思い、準備性
の状況や親になるということをどのように
受け止めているのか父親になる人の準備性
を捉えることを目的にインタビュー調査を
実施した。このことは、初めて父親になる
人への支援の一助につながると考える。

Ⅱ．研究方法
1．対象者および実施期間
　研究対象者は、関東地方のA県 B市に
在住する 20代半ばから 40代半ばで、研
究の趣旨を理解し、妊娠時期の面接に同意
が得られたK病院で、出産予定の第 1子
を妊娠中で正常な妊娠過程にある妻を持ち
初めて父親になる男性 7名であった。調査
期間は、2014 年 8月から 2015 年 7月で
あった。
2．調査方法
　インタビューガイドを用いたインタビュ
ー調査法によるインタビュー調査を実施し
た。調査内容は、①妻の妊娠がわかった時
の気持ち、②妊娠前後の身体的・心理的変
化、③初めて子どもの胎動を自覚した時の
体験、④両親学級の参加の有無で、参加し
受講した後の気持ちの変化、⑤親になると
自覚した時期、⑥子どもへの愛着、⑦母親、
父親の役割について期待感と満足度、⑧夫
婦関係の変化であった。そして、会話の流
れの中で対象者の年齢、職業、学歴、婚姻
年数、家族構成などに関する属性も調査し
た。面接は、研究の内容について熟知し研
究協力者として、K病院に勤務する 10年
以上の助産師経験を持つ助産師 1名および
研究者 1名で、個人を対象として面接時間
は約 30分程度とし、プライバシーが保て
る静かな個室で、研究対象者の都合のよい
面接時間に合わせて設定した。面接内容は
許可を得て、ICレコーダに録音し、録音
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内容から逐語録を作成した。
3．分析方法
　データ分析方法は、作成した逐語録をも
とに質的帰納的方法で行った。分析は逐語
録より父親の子育て準備性に関する意識に
ついて抽出を試み、意味内容の同質性、異
質性に基づきコード化し、コード名をつけ
て分類・集約し、抽象度を高めたサブカテ
ゴリー名を命名した。さらにサブカテゴリ
ー全体を検討し、共通項をカテゴリー化し
て抽象度を高めていった。分析の過程で、
協力してくれた面接実施助産師 1名、母性
看護学専門家 1名、および看護学研究者 3
名からスーパーバイズを得ながら、意見の
一致が見られるまで検討を繰り返し解釈の
信頼性、妥当性の確保に努めた。
4．倫理的配慮
　本研究は 2014 年度度首都大学東京研究
安全倫理委員会の承認(承認番号 14025)と、
国際医療福祉大学研究倫理審査会の承認(承
認番号 13‒52)を得て開始した。対象者は、
協力者である病棟の助産師に正常過程にあ
る初めて妊娠した女性とその配偶者を紹介
してもらい、本研究の目的と方法、研究へ
の自由参加および途中辞退の権利、匿名性
の保証などプライバシーの保護について口
頭で父親に説明し、研究協力の同意を書面
にて得た。

Ⅲ. 結　果
1）対象者の概要
　研究対象者は 7名で年齢は、最高 44歳、
最低27歳で、平均±標準偏差値は33.3±6.2歳
であった。結婚平均年齢は約31.9歳、第1子
誕生までの結婚期間は、最大 10年、最小 4
か月で、平均結婚年数は 2.9±3.4 年であっ
た。学歴は大卒が 6名で、専門学校 1名、
職業は会社員が 4名、技術職 1名、医療職
が 1名、教育職 1名であった。家族構成は、
全員が妻との二人暮らしであった。また、
対象者への面接時間は約 30分から 45分
であった。
2）父親の子育て準備性に関する内容
　父親の子育てに関する準備状況について
得られたデータを看護学研究者間で繰り返
し検討し質的帰納的に分析した結果、以下

の 6カテゴリー、34サブカテゴリーが抽
出され、カテゴリーは【】、サブカテゴリ
ーを「」で表記する。【妊娠がわかった時
の気持ちの変化】：「嬉しさ」「戸惑い」「子
どもの発育」「妻が心配」「実感がない」「複
雑な気持ち」「責任感の芽生え」「子どもへ
の不安」、【親の自覚】：「子どもの存在」「忍
耐強くなる」「親の覚悟」「親としての戸惑
い」「自信」「出産準備」「不思議な気持ち」、
【両親学級参加後の気持ちの変化】：「妻に
協力」「親になる心構え」「施設見学して安
心」「驚きと戸惑い」【立ち会い分娩への意
欲】：「喜びの共有」「立ち会い時の支援」「出
産の安全・安楽」「出産への不安」、【子ど
もへの思い】：「胎教」「他の子どもへの興
味」「早期の帰宅願望」「子どもへの接し方」
「関わり方の願望」「育児休暇」「他人の意
見」「子育て支援の活用」、【夫婦関係の変
化】：「関係がより親密」「妻を気遣う」「呼
び方の変化」であった。なお、各カテゴリ
ーのサブカテゴリーとコードの内訳を表1‒1、
表1‒2に示す。
　初めて父親になる人は、妻の妊娠がわか
って嬉しいという思いとともに新しく父親
の役割が加わることや妻の体や気持ちの変
化に戸惑う複雑な思いを持っていた。また、
子どもの存在を認識し父親としての責任感
や自覚が芽生え始めていた。そして、両親
学級へ参加して、妊娠・出産・分娩につい
て知識を得ていくことで、新しい家族の受
け入れ態勢を整えようとする姿勢がみられ
た。

Ⅳ．考　察
1．研究対象者
　本研究の研究対象者の年齢は、27歳か
ら 44歳で平均年齢 33.3 歳、第 1子出生
までの結婚期間は、4か月から 10年で平
均結婚期間は 2年 9か月であった。森田
ら 14)が行った初めて父親になる男性の調
査結果では、「対象者である父親の年齢
は 27～45歳、第１子出産までの結婚期間
は 8か月から 10年 4か月」と同じような
対象者が抽出され、同様の結果が得られた
ことから幅広く対象者が抽出できているこ
とが確認できた。また、父親の 7名中、6
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名は出産前教室や、妊婦健診に付き添った
経験があり、不妊治療をしていた妻を持つ
3名の父親は親になることを望む男性で、
妊娠、出産、育児に関心が強い男性の集団
であることが考えられた。
2．父親になるという意識の変化
　妻の妊娠をきっかけに、夫という役割か
ら新たに父親としての役割に対して、嬉し
いや戸惑いなどの気持ちの変化が明らかと
なった。これは、新しい家族が増えること
による喜びや、生活の変化に対する戸惑い
から起こる内発的な感情であることが考え
られた。また、妻の妊娠の知らせを夫も一
緒に喜ぶという行為は、妻が妊娠を受容し
妊娠の喜びを夫婦で共有することは、妻が
母親になることへの意識につながることが
報告されている 15）。これは夫が父親になる
ことへの意識の変化にもつながるのではな
いかと考えられた。
　父親は子どもの胎動を感じ子どもの存在
を確認し親になるということを実感する。
また、両親学級に参加して学習することで
妊娠・出産の大変さが認識され、もっと妻
に協力していこうという思いとともにどの
ように妻に協力していけばよいのか戸惑う
気持ちの変化が確認された。このように妊
娠期にいろいろな思いを経験し、両親学級
で妻と一緒に出産に関する学習をすること
で、父親としての子どもに対する責任感や、
親になるという意識が芽生え始めていた。
初めて父親になる男性が、さまざまな体験
を通じて父親としての自己像を形成してい
くことや、これらの体験が出産後の夫の育
児参加への動機づけになることが示唆され
ていた 14）。
　父親は子どもの胎動を感じて安心し、母
親の心身の変化に対して戸惑いながらも心
配している様子があった。これは、親とな
る男性が妻や子どもに寄り添い、父親とし
て何ができるか父親役割行動を真剣に受け
とめ、父親としての自分を受容しようと努
力している姿であった。また、妻への愛情
を再確認し、妻や子どものために夫として
父親として協力していこうという意識の変
化であると考える。子どもができたことで、
夫婦関係が変化し、お互いを思いやる様子

やより夫婦関係が親密になったといえる。
佐々木 16）は、「夫婦関係が良好であるこ
とは、父親の親としての精神的負担および
家事・育児の負担感が軽減し父親としての
喜びや、自信などの親意識が高められる」
と述べており、本研究もこの結果を支持す
るものであった。夫婦関係が良好であるこ
とは、父親としての意識を高め子育て行動
につながっていくことが推測された。
3．父親の子育てに対する準備状況
　2010 年に施行された「イクメンプロジ
ェクト」で父親への子育て支援事業が活発
に行われるようになり、新たな父親像が形
成されてきているのではないかということ
が推測された。男性が積極的に育児に関わ
ることが出来るように育児休業が取りやす
い環境作りやさまざまなセミナーや支援が
企画され 3）、新たな自己の父親像がイメー
ジできるようになってきているのではない
かと考えられた。それは、立ち合い分娩や
子どもと積極的に関わろうとする父親の姿
が確認されたことで明らかになったのでは
ないかと考えられた。そして、夫としてま
た父親として出来る限り母親に協力してい
こうとする心構えが見られ、これは父親の
子育て準備性の行動と捉えることが出来る。
中島ら 17）は、立ち合い分娩について「父
性が向上し父親役割がスムーズに獲得され、
育児参加が多くなる」と述べていた。
　子どもが出来たことで、より夫婦間件が
親密になり、妻を気遣い夫婦喧嘩が少なく
なり妻の言動にも耐えていくということは
父親としての準備性を習得しようと努力し
ているのではないかと考えられた。これら
より、親となる男性は妻や子どもに寄り添
い、父親としての自己を受容しようと努力
していることが明らかとなった。佐々木16）は、
夫婦関係が良好であることは、父親の親と
しての精神的負担および家事育児の負担感
が軽減し父親としての喜びや自信を持ち親
意識が高められていくと報告していた。本
研究もこの結果を支持するものであり、夫
婦関係が良いことは子育て準備性を高める
ことにつながっていくものであると考えら
れた。このことから、父親が子育て準備性
を高められ夫婦関係が良好に保てるような
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支援が必要である。そして、妊娠・出産・
子育てに関する両親学級や父親のサポート
セミナーへの参加を促し、新しい行動や役
割を学習し習得できる機会を持てるように
支援していくことが重要である。

Ⅴ．結　語
　父親の子育て準備性の思いについて、【
妊娠がわかった時の気持ちの変化】【親の
自覚】【両親学級参加後の気持ちの変化】【
立会分娩への意欲】【子どもへの思い】【夫
婦関係の変化】の 6カテゴリーと 34のサ
ブカテゴリーが抽出された。親になる男性
は父親としての自己を受容しようと努力し、
また、夫婦関係が良好な状態であることは
父親としての喜びや自信につながり、親意
識や親となる準備性が向上していくと考え
られた。そして、父親の意識の向上や父親
になる人の準備性を充実していくための支
援や、妻と一緒に妊娠・出産・育児への思
いを共有し行動できる環境を整えていくこ
とが重要である。
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由華さんに心より感謝申し上げます）
（本研究は、JSPS 科研費 15K01768 の助
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した）
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The Readiness to be a FirstTime Father

Kiyomi Decker

Kyushu University of Nursing and Social Welfare

Summary

The objective of this study is to clarify what the firsttime father thinks about 
childrearing and children, his readiness to be a parent, and how he accepts himself as 
a new parent. Readiness means preparing oneself to study and learn new behaviors 
and roles. We conducted an interview survey of seven men who are the spouses of 
pregnant women. The interviews were recorded with the permission of the men, and 
the data was recorded verbatim. As a result, we identified the six categories of 
"Changes in feeling when pregnancy is known," "Awareness of parents," "Changes in 
feeling after attending a parenting class," “Desire to be present at childbirth,” 
“Thoughts about children,” and “Changes in marital relationship,” as well as 34 sub
categories. While firsttime fathers were happy to learn of their wife’s pregnancy, they 
were confused about how to respond to the role of being a new father. It was suggested 
that they considered what they could do to get closer to their wife and child, took seri
ously the responsibility of becoming a father, wanted to cooperate in childrearing, 
and made the effort to accept themselves as a father and prepared themselves to learn 
the role of a parent. 

Keywords: father, parental care, readiness, first childbirth.




